
編集の視点で地域の魅力を発信 

「エディット KAGAMIGAWA」第 1回講座 

 

 

 12月 2日（金）、オンラインにて「エディット KAGAMIGAWA」第 1回講座を実施しま

した。 

 

 過去に高知市に住んでいたことがある方や今回初めて高知と関わる方、編集の手法を学

んで地域の魅力を発信してみたい方など、東京をはじめとする首都圏を中心に全国各地か

ら 20人が参加。初めて顔を合わせるメンバーに緊張しつつも、登壇者の話に熱心に耳を傾

けていました。 

 

 最初に高知市環境部新エネルギー・環境

政策課から、鏡川がどんな川なのか説明。県

庁所在地のある市に流れる川ながら、豊か

な自然に恵まれ美しい景観を残す場所であ

ることが分かりました。 

 

 

 

 講座の企画・運営を担当する、雑誌『ソト

コト』編集長の指出からは「関係人口が生ま

れる地域の編集術」と題して講演。編集者と

して日々意識していることや、編集の視点を

身につけるための文章や写真のレッスンを紹

介しました。 

 

 

 

 



 講座のメンターを務めていただく高知市の

編集者、かずさまりやさんからは「地域で編

集者になるということ」というテーマでお話

しいただきました。ご自身で撮影された鏡川

の写真を背景に、日々仕事をする中で実感し

ている編集の必要性について話してください

ました。 

 

 今回の講座で活用するコミュニティ通貨ア

プリ「まちのコイン」については、運営する

面白法人カヤックの中村圭二郎さんからレク

チャーを実施。全国の導入地域で提供されて

いる特徴的な体験や、「まちのコイン」を使っ

て地域を元気にするテクニックを伝えてくだ

さいました。 

 

 修了生の活動紹介では、昨年度受講した比

留間優子さんが自身の活動を報告。鏡川流域

でイベントを実施したり東京で鏡川周辺の

商品を販売したりと、エネルギッシュに活躍

する比留間さんから多くの刺激を受けたこ

とと思います。 

 

 

 グループに分かれてワークショップも実施。自分の興味のある事や得意なことと、鏡川流

域で求められていると思うことを掛け合わせて、鏡川を一層盛り上げるために自分にでき

ることを考えました。旅行で何度か高知を訪れたことがあるという男性は「コーヒーを飲ん

だり川のせせらぎを聞きながら本を読む読書会を開いてみたい」、配偶者が高知出身で度々

一緒に帰省するという女性は「鏡川流域に新たなお気に入りスポットを見つけたり、今住ん

でいる兵庫県の友人や親戚を案内できるようなコースを作ってみたりしたい」と発表して

くれました。 

 



 

 

 盛りだくさんの内容で進んだ第 1回講座。終了後のアンケートでは「満足」が 81％、「や

や満足」が 19％。「編集者としての極意を聞けた。フィールドワークまでに実践したい」「ま

ちのコインの面白さやコンテンツの見つけ方など視点を変えるだけでこんなに面白いんだ

とワクワクした」など、充実した時間を過ごしていただけたようです。 

 

 

 次回は年明けの 1月 6日（金）～8日（日）、実際に鏡川流域を訪れ関わり方を考えるフ

ィールドワークです。皆さんがそれぞれ自分らしく鏡川とつながるかたちが見つかるよう、

プログラムを準備中です。 


